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兵庫県では、国内外から多数の来場者が⾒込まれる⼤阪・関⻄万博を好機と捉え、ひょうご
フィールドパビリオンをはじめとした各種事業を進めてきた。これら事業の成果と課題を評価
分析することで、得られた教訓を今後の県政に活かすことを⽬的として検証を実施した。

３検証の体制
本県の万博関連事業の推進にあたっては、各分野からの多様な視点を持つメンバーで構成

される「『⼤阪・関⻄万博』ひょうご活性化推進協議会企画委員会」が事業の企画・検討を
⾏い、各種取組を進めてきた。万博関連事業の取組に理解の深い企画委員会からの意⾒を踏
まえ、検証を実施した。
なお、検証にあたっては、イベントの来場者、フィールドパビリオンプレーヤー、市町、

関係団体など、幅広い主体からの客観的な声に基づいた分析を⾏った。

１検証の⽬的

「2025年⼤阪・関⻄万博に向けた兵庫のアクションプラン」でとりまとめた万博関連事業を
検証の範囲とする。

２検証の範囲

＜参考：企画委員会での検証議論＞
11⽉４⽇（⽕）令和７年度第３回企画委員会（検証キックオフ、検証の視点）
12⽉23⽇（⽕）令和７年度第４回企画委員会（万博の取組に対する評価①(成果と課題、提⾔)）
１⽉27⽇（⽕）令和７年度第５回企画委員会（万博の取組に対する評価②(成果と課題、提⾔)、

最終報告案）
※第１回及び第２回の企画委員会は、万博期間中の事業に関する意⾒や事業報告を議題に開催した

Ⅰ検証の進め⽅
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兵庫の多様な地域資源を掘り起こし、SDGsの観点から再編集して発信し、多くの⼈に知ってもらい、
現場に誘客して魅⼒を体感してもらい、持続可能な地域社会を実現していく取組として展開。

 地域で埋もれがちな⽐較的⼩規模かつ個別に⾏われてきた様々な地域活動・地域資源を発掘・ネット
ワーク化することで、地域資源・観光資源としての付加価値を⾼め、誘客等により地域課題を解決し、
持続可能な地域社会を構築

 経済⾯・社会⾯・環境⾯の三側⾯で相乗効果・好循環が⽣まれ、定住・交流⼈⼝の増加、持続可能な
地域を実現

① プログラムの認定
 プログラムの掘り起こし
 テーマ： Our Field, Our SDGs 私たちのフィールド、私たちのSDGs
 プログラムの認定：SDGs体験型地域プログラムを268件（R7.6.13時点）を認定
 プレミアプログラム：地域の核となると考えられる９件を選定。
② プログラムの磨き上げ
 磨き上げ研修会の開催：座学研修、実地研修の開催、商談会等の実施
 モニターツアー：外国⼈ガイド等の他、県⺠によるモニターツアーを実施
 ひょうごフィールドパビリオンフェスティバル2024：参加:74ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、来訪:約5,000⼈

ひょうごフィールドパビリオンフェスティバル2025：参加: 116ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、来訪:約27,500⼈
③ プロモーション
 海外プロモーション：旅⾏博等への出展やメディアファムの実施、SNS広告の展開
 国内プロモーション：旅⾏博等への出展や就航都市プロモーション、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻｰﾌｧﾑﾂｱｰの実施のほか、

Webマガジンでの記事配信等
 各種メディア等を通じた発信：専⽤Webサイト（149万PV）やｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ（ﾌｫﾛﾜｰ約2.8万⼈）、
 動画制作や広告展開のほか、各種ﾎﾟｽﾀｰやチラシ、ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰじゃらん（5.2万部）を作成・配布等

１⽬的

２主な取組
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Ⅱ事業別（ひょうごフィールドパビリオン）

プログラム提供者の満⾜度
「取組に⾃信が持てた」と思うプログラム提供者の割合 80% 実績：67%

地域への波及効果
「⾃らの取組が地域活性化に貢献できた」と思うプログラム提供者の割合 80% 実績：79%

来場者の満⾜度
「SDGsの理解が深まった」と思う来場者の割合 80% 実績：93%

来場者の満⾜度
「兵庫をまた訪れたい」と思う来場者の割合 80% 実績：95%

経済効果
ひょうごフィールドパビリオンの観光消費額 550億円 実績：700億円

評価C

評価B

評価A

評価A

評価A
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Ⅱ事業別（ひょうごフィールドパビリオン）

成果１：多くの意欲的な地域の活動を掘り起こすことができた
地域に貢献する住⺠主体の⾃律的な活動を掘り起こし、意欲ある⼈を可視化できた

成果２：地域にある⼩さな地域資源に光を当てることができた
地域で着実な取組をしているプレイヤーに光を当て、誘客へと繋げることができた。約4割のプログラム

が、今回新たに⾃らの取組・地域の魅⼒発信にチャレンジし、カタチにすることができた。

■事業フレームと進め⽅

課題１：プレイヤーのモチベーションの後押し

課題２：各認定プログラムの熟度への対応

成果３：補助⾦に頼らない⾃⽴⾃⾛の地域づくりの⽅向性を⽰せた
ネットワーク化が広がり、万博後も継続するプレイヤーの⾃主的な取組が展開され、⾃律した持続可能な地

域づくりの⽅向性を⽰すとともに、万博後の地域づくりを推進する体制の礎ができた。

成果４：フィールドパビリオンの事業フレームに⼀定の価値を⾒出せた

課題３：プレミア・プログラムの効果的な活⽤

参加したプレイヤーの８割以上が「参加して良かった」と回答するなど満⾜度は⾼く、
現⾏の事業フレームに各々の価値を⾒出している。万博後も事業継続を望む声も多い。

万博という⼤きな⽬標・バックボーンがなくなる中、プレイヤーのモチベーションの後押しが必要。

多くのプログラムが認定され、完成度や意欲にばらつきがある中で、研修やプロモーションなど県事業をど
う効果的に展開していくかが課題。

プロモーションでフックとしての役割を果たしたものの、
プログラム数が増加する中で、役割が薄れ、不公平感も課題。

良かった
82%

どちらで
もない

16%

参加しなければよかった
2%

参加してよかったか (N=152)
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Ⅱ事業別（ひょうごフィールドパビリオン）

成果１：万博を契機とした多彩なツールでの情報発信により認知が向上
フックとしてのプレミア・プログラム、万博会場でのイベントやSNS・ネットでの発信が効果的

成果２：34％のプログラムで来訪者が増加

■誘客

課題１：認知度は向上したが、まだ幅広い誘客に結びついていない

成果３：インバウンドを含め、新たな顧客層が増加

成果４：誘客誘発効果が⾼いインターネット、SNSなどに重点的に取り組めた

課題２：旅⾏会社等における商品化がまだ限定的

課題３：ブランド⼒の弱さ

課題４：観光部局との連携強化

減少している近隣主要観光地がある中、減少より増加しているところの⽅が⼤きく上回っていることは
⼀定評価できる。摂津と淡路で増加しているところが多い。

インバンドや個⼈客など新たな顧客が増加するなど、客の質が変化してきている。

約2.8万⼈のフォロワーがいるインスタグラムなど、HPやSNS 等を通じた発信が効果的であった。

初めて取り組んだプログラムなど、まだ誘客に結びついていないプログラムがある。
修学旅⾏や校外学習等での活⽤事例は少ない。

成果５：プレイヤーと旅⾏会社との関係構築が進展
OTAへの参加や旅⾏会社による商品化に繋がっている。

旅⾏会社に刺さるプロモーションや多⼈数の受け⼊れ態勢の整備など、どう商品化
につなげるのか。

統⼀的なフィールドパビリオンのイメージが構築されておらず、ブランドイメージを確⽴して効果的な
プロモーションを展開していく必要がある。

共同出展など観光部局と連携し、「兵庫」の誘客につなげるプロモーションが重要。

増加してい
る。
34%

ほぼ同数
である。

50%

減少して
いる。

16%

昨年度と⽐較した客の増減 (N=152)
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Ⅱ事業別（ひょうごフィールドパビリオン）

成果１：訪問者のニーズにあったプログラムを提供できた

成果２：新規事業の構築にフィールドパビリオンの仕組みが役⽴った
補助⾦を出さず、研修やプロモーション等の機会を活⽤して、ほとんどのプログラムが実装に結びついた。

■プログラムの充実

課題１：プログラムの質の向上
まだ誘客に繋がっていないプログラムもあり、旅マエに訪問意欲を喚起するプログラムへの磨き上げが必要。

課題２：多彩化するきめ細かなニーズへの⽀援ができていない、サポート⼈材の不⾜
きめ細かなフォローアップを⾏うには数が多く、事業サポートやコーディネートなど個別事案に対応で

きるサポート⼈材の確保が課題。
課題３：収益化できるほどのコンテンツにはなり得ていない

課題４：アピールポイントとなるほどSDGsに特化したプログラムになっていない

訪問者の満⾜度は9割を超えるなど、ニーズにあったプログラムが提供できているとともに、研修も⼀定
の役割を果たしている。

商⽤⾯での⼀定の効果はあったが、物販を含めて収益化の余地はまだまだある。

SDGsを体感できるプログラムへの磨き上げが必要。

27

8

58

56

0 20 40 60 80 100

研修参加有り

研修参加無し

研修参加別の商⽤での成果の有無 あった なかった
(N=152)

⾮常に深
まった

66%

やや深
まった

27%

どちら
ともい
えない

6%

あまり深まら
なかった

1%

知識や教養の深まりがあったか (N=841)

⾮常に
満⾜
76%

やや満⾜
20%

どちらともい
えない

3%

プログラムの満⾜度 (N=841)



Hyogo Prefecture

9

Ⅱ事業別（ひょうごフィールドパビリオン）

成果１：地域の⽅からの理解が深まった
まず地域に知ってもらうところから始めて、今では地元⾏政・団体から応援してもらえるプログラムもあ

る。取り組みを通じて、地域への愛着が持てた⽅も増加している。
成果２：2025年度の観光消費額は約700億円(推計)

■地域への貢献

課題１：将来を担う⼦どもたちの参加を促す必要が
ある

課題２：ネットワーク化をさらに促進するための仕
掛けが必要

成果３：コラボ商品の販売、プログラムの相互紹介などプレイヤー同⼠の
ネットワーク化が進展

成果４：分野を超えて取りまとめたことにより、多分野での地域資源の活⽤に繋がった

Ｒ7年度観光消費額(FP⼊込客数×観光消費単価)を試算すると約700億円。
※4⽉〜9⽉の観光動態調査速報版概算数値フィールドパビリオン該当施設⼊込客数×観光消費単価で試算

研修等をきっかけに、県内各地でプレイヤーが主体となってコラボ商品の販売、イベントへの共同出展、
相互誘客、意⾒交換会の開催などに取り組み、⾃律した持続可能な地域づくりを推進していく体制を構築。

各地域資源コンテンツを⼀元的に取りまとめたことで、縦割りを超えて様々な部局で事業や⾏事に活⽤。

若年層になるほど、地域への取組の理解度は下がる傾向。
より多くの⼦どもたちにFPへの参加を促し、シビックプライ
ドの醸成を図っていくことが重要。

⽐較的⼩さな地域の取組を発掘しているものが多いため、各プログラムの「強み」を共有し、⾃助
努⼒では成し得なかった課題解決を他のプレイヤーと連携しながら取り組んでいくことが重要。

11%

6%

39%

26%

28%

43%

13%

9%

8%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研修参加有り

研修参加無し

ネットワーク化が進んだか（割合）
すごく進んだ
少しは進んだ
どちらでもない
あまり進んでいない
まったく進んでいない

(N=152)
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Ⅱ事業別（ひょうごフィールドパビリオン）
成果・課題を踏まえた今後の展開に向けて

展開１：プレイヤーの意欲を後押しするための取組を推進
万博後も引き続きプレイヤーの意欲を後押しするために、プレイヤーの出番を多く確保するとともに、ニーズをふまえた

研修等を実施。プログラム募集も継続し、新たな地域資源を掘り起こし、新規参⼊を図る

展開２：ブランディングの強化を図る
効果的なプロモーションを展開するために、ブランドイメージを定着できるようビジュアル・アイデンティティを確⽴する

とともに、⼀貫した広報のテイストに基づいた計画的なプロモーションを展開していく

展開３：よりターゲットにリーチするプロモーションの展開
プロモーションの展開に向けて、プレミアとして推しのプログラムを選定し、⼊れ替え制での実施を検討する。観光部局と

連携しながら、 推しのプログラムを中⼼に、よりターゲットを明確にし、⾏動意欲を促すプロモーションを展開する。

展開４：きめ細かなニーズへ対応した磨き上げ
県⺠局・センターや市町や観光協会と連携を図りながら、サスティナブルツーリズムや商品化に向けた視点を取り⼊れる

など、誘客を意識した磨き上げによりプログラムの質の向上を図る。

展開５：構想から実装、持続可能な事業展開をサポート
完成度や意欲にばらつきがあるため、各プログラムの状況等に応じた効果的な研修や専⾨性の⾼いサポート⼈材による⽀援

など、きめ細やかなサポートを展開していく。持続可能な取組に向けて、物販など収益化につながる⽀援にも取り組んでいく。

展開７：未来を担う若年層が地域の理解を深める取組の推進
未来を担う⼦どもたちが、地域の⽂化や産業の歴史を知り、シビックプライドの醸成を図るため、校外学習や修学旅⾏等を

含め、万博後も多くの⼦どもたちがFPを体験する取組を展開していく。

展開６：さらなるネットワーク化の促進
地域や分野を超えたプレイヤー同⼠の連携・ネットワーク化が進展するため、状況に応じた効果的な⽀援を⾏うほか、連携

事例・ネットワーク化の事例を情報共有するなど、ネットワーク化のきっかけづくりに努める。

10
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Ⅱ事業別（関⻄パビリオン「兵庫県ゾーン」）

期 間

メインホール⼊場前の待合空間
コウノトリの回廊

⼦どもたちが制作したコウノトリの
折り紙を天井⾯いっぱいに装飾した
空間

シアター空間“HYOGOミライバス”で、ひょうごの過去から未来を
巡る約10分間の動画放映

フィールドパビリオンをはじめとした兵庫の様々な魅⼒やその背景
を巡る旅

ひょうごEXPO TERMINALと
リアルタイムでつながるドア型
のモニター｢ひょうごコネクト
ゲート｣を設置

ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽの回廊

 ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝの活動等を⾊鮮やかな
ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽｱｰﾄで表現した空間

作品は県内の芸術活動家が制作に携わる
県⺠参加型展⽰

ひょうごコネクトゲート

時 間

場 所

展⽰コンセプト

展⽰概要

2025年4⽉13⽇（⽇）
〜10⽉13⽇（⽉）【184⽇】

9:30〜21:00

万博会場（東ゲートゾーン）

時空を超えた旅で兵庫県の魅⼒
を体感するｱﾄﾗｸｼｮﾝ型映像空間

展⽰空間の特徴
座席に座って楽しめるｼｱﾀｰ空間
ﾄｰｸｾｯｼｮﾝ等のｲﾍﾞﾝﾄ展開が可能

来場者数

43万⼈［指標：40万⼈］

HYOGOミライバスメインホール

11
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【主な連携事業】
ハンガリー（和歌⼭県ｿﾞｰﾝでの酒ｺﾗﾎﾞｲﾍﾞﾝﾄ、FP体験ﾂｱｰ） アメリカ（兵庫県ｿﾞｰﾝでのﾗｲﾌﾞﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ）
和歌⼭県（和歌⼭県ｿﾞｰﾝでの酒飲み⽐べｲﾍﾞﾝﾄ） まねき⾷品（兵庫県ｿﾞｰﾝでのﾌｨﾅｰﾚ･ﾄｰｸｲﾍﾞﾝﾄ） など 12

Ⅱ事業別検証（関⻄パビリオン兵庫県ゾーン）
K P I 兵庫県ゾーンとEXPO TERMINALで来場者数100万⼈ ⇒ 実績53万⼈

成果２：⼦どもたちの参画を得た展⽰となった。
本県の展⽰は、コウノトリの折紙やひょうごフィー

ルドパビリオンの映像など、多くの⼦どもたちの参画
を得て制作した。⾃らの作品が展⽰された経験は、参
画した⼦どもたちの将来の⾃信にも繋がっていく。

成果１：万博のテーマに沿った展⽰で来県意欲を
⾼めた。
ひょうごフィールドパビリオンをベースとし、万博

のテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」に
沿ったメッセージ性の⾼い展⽰が好意的に受け⼊れら
れ、アンケートでも兵庫を訪れたいと思った⽅の割合
も⾼かった。

評価D

72%22%

4% 2%

兵庫を訪れたいと思った⽅の割合
（N＝202,128）

とても思った

思った

少し思った

変わらない

万博に出展した県内企業等
と連携した「ひょうごEXPO
フィナーレ」

うち県ゾーンで４０万⼈ ⇒ 実績43万⼈
うちTERMINAL６０万⼈ ⇒ 実績10万⼈

成果３：各主体との連携の拠点となった。
海外パビリオン・政府・⾃治体や県内各企業等、様々

な主体との連携事業の拠点として活⽤することが出来た。

▲アメリカと連携した
ライブパフォーマンス

▲ハンガリー･和歌⼭県と
連携した酒飲み⽐べイベント
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Ⅱ事業別検証（関⻄パビリオン兵庫県ゾーン）

課題２：共同出展の意義を活かし
きれなかった。
関⻄パビリオンは関⻄広域連合が主と

なり各府県が参画する共同出展である。い
くつかの個別の府県とは連携した取組が実
現できたが、全体での連携をはじめ、まだ
まだできることはあった。

成果・課題を踏まえた今後の県政への提⾔

課題１：来場者全ての思いにこたえることは難
しかった。
メインショーであるHYOGOミライバスは、フィール

ドパビリオンの取組に焦点を当て好評を得た。しかし、
本県の有名観光地等の発信を期待する⼀部の観客の思
いには応えられなかった。
【参考】
来場者の声：兵庫県には神⼾、宝塚、姫路など魅⼒的
な観光地が沢⼭ある。それらも紹介して欲しかった。

提⾔２：メッセージ性を⾼めることが
⼤切である。

提⾔１：県⺠や来場者の参加・共創が
重要である。
来場者や県⺠の参加を得た取組

はいずれも⾮常に好評であった。
来場者をただの観客ではなく、主
体的な参加者として巻き込んでい
く⼿法が重要である。

来場者アンケートでも⾼い評価を得られたこ
とから、イベント等での出展においては、事業
⽬的やイベント趣旨に沿った、メッセージ性の
⾼い展⽰を⾏うことが
⼤切である。

▲｢ひょうごｺﾈｸﾄｹﾞｰﾄ｣でひょうご
EXPO TERMINAL来場者と交流
する⼦どもたち 来場者で満員の

「HYOGOミライバス」
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Ⅱ事業別検証（関⻄パビリオン「多⽬的エリア」イベント）

14

ひょうごフレンドシップウィークひょうごフィールドパビリオンウィーク

ロ
ゴ

9/24(⽔)〜9/29(⽉)【６⽇間】5/20(⽕)〜5/25(⽇)【６⽇間】

⽇
時

兵庫と連携する６府県とともに、共通の地域資源や連
携した取組を⼀体的に発信するイベント

兵庫のモビリティのPRや、⽇本酒や播州織といったひょう
ごフィールドパビリオンの魅⼒を発信するイベント

趣
旨

【前半：9/24(⽔)〜9/26(⾦) 】
⼭陰海岸ジオパーク連携、
兵庫県・新潟連携による魅⼒発信イベント
兵庫×京都×⿃取「⼭陰海岸ジオパークの恵み」
兵庫×新潟「多彩な魅⼒が夢洲に集結」

【後半：9/27(⼟)〜9/29(⽉)】
瀬⼾内連携、渦潮連携による魅⼒発信イベント
兵庫×岡⼭×徳島×⾹川「瀬⼾内の魅⼒を再発⾒」
兵庫×徳島「鳴⾨の渦潮世界遺産への道」

【第１部：5/20(⽕)〜5/21(⽔)】
ひょうご”地域とﾓﾋﾞﾘﾃｨ”未来ﾃﾞｻﾞｲﾝ
県内の交通事業者の取組やﾄﾞﾛｰﾝ等の

先進的ﾓﾋﾞﾘﾃｨの展⽰や活⽤事例を紹介し、
地域の課題解決の取組として発信。

【第２部：5/22(⽊)〜5/24(⼟)】
ひょうごの酒フェス
兵庫県が誇る⼭⽥錦の素晴らしさと

⽇本⼀の清酒⽣産量を誇る灘の酒をPR。

【第３部：5/25(⽇)】
つくる×まなぶ×あそぶ SDGs
播州織の端材を活⽤したｻｽﾃﾅﾌﾞﾙな

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(つくる・あそぶ)や⼦どもたち
からの発表（まなぶ）を通じて、
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝの魅⼒を発信。

内
容

関⻄パビリオン「兵庫県ゾーン」での展⽰に加えて、隣接する「多⽬的エリア」に
おいて、国内外からの多くの来場者に幅広く集中的に兵庫の魅⼒を伝える。

▲先進ﾓﾋﾞﾘﾃｨの展⽰

▲ひょうごの酒PR

▲⼦どもたちの発表式

▲⼭陰海岸ｼﾞｵﾊﾟｰｸの鳴砂の体験 ▲兵庫と新潟の⽇本酒飲み⽐べ

▲瀬⼾内のﾊﾞｰﾁｬﾙｻｲｸﾘﾝｸﾞ体験 ▲鳴⾨の渦潮のPR
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Ⅱ事業別検証（関⻄パビリオン「多⽬的エリア」イベント）

成果２：来場者のニーズをつかむ⼯夫によ
り、魅⼒を着実にPRできた。

成果１：各府県や関係団体との共同展⽰に
より、連携を深めることができた。

課題：来場者が実際に
現地に訪問してもらう
ような仕掛けには⾄ら
なかった。
国内外からの多くの来場者

に対し、取組のPRはできた
が、直接誘客につながるよう
な仕掛けには⾄らなかった。
来場者からは、「もう少し

観光案内があってもよかっ
た」「東京や⼤阪など、⾊々
な場所で開催してほしい」と
の声もあり、様々な場⾯で粘
り強くPRし続けていくこと
が必要である。

成果・課題を踏まえた今後の県政への提⾔

提⾔②：来場者の感動を現地誘客に
つなげる取組を展開する。
イベント内はもとより、イベント終了後も

会場で得た感動を現地訪問という⾏動に結び
つける仕掛けを適宜展開していく。

他府県や団体と同じスペースで共同でPRしたこと
で、「他県の職員との意⾒交換や交流の機会となり細
かなギャップを埋めることができた」「共同出展を通
じて取組の価値を⾼められた」「これまで以上に関係
性が構築され、更なる連携の可能性を感じた」といっ
た声が⽣まれ、連携を深めることができた。

クイズラリーや鏡割り等の体験型イベントのほか、
海外の⽅に関⼼の⾼い環境に配慮した⽊の枡や脱プラ
素材を使⽤するなど、来場者のニーズをつかむような
⼯夫を凝らした結果、それぞれの取組や魅⼒を着実に
PRでき、来場者の⾼い満⾜度が得られた。

▲共同ブースによるPR

▲ｸｲｽﾞﾗﾘｰを楽しむ来場者

▲来場者の鏡割り体験

提⾔①：共通の取組の価値を⾼めるため、
他府県と引き続き連携する。
瀬⼾内連携など万博での共同出展を踏まえ、今

後も共通の取組の価値を⾼めるため、他府県と引
き続き連携していく。

▲他府県とのつながりの創出
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Ⅱ事業別検証（ひょうご EXPO TERMINAL）

「ﾐﾗｲのひょうごのまち」をﾃー ﾏに
⼦どもたちから集めた絵画作品を
ﾃ゙ ｼ゙ ﾀﾙｱー ﾄ化し展⽰

 ﾌｨー ﾙﾄ゙ ﾊ゚ ﾋ゙ ﾘｵﾝの体験ﾒﾆｭー
をﾊﾝｽ゙ ｵﾝ等で展⽰

万博会場
｢兵庫県
ｿﾞｰﾝ｣とﾘ
ｱﾙﾀｲﾑで
つながる
ﾓﾆﾀｰ

ﾄﾞｱ型ﾓﾆﾀｰ

期 間

時 間

場 所

展⽰コンセプト

2025年4⽉6⽇（⽇）
〜10⽉13⽇（⽉）【164⽇】

10:00〜18:00（最終⼊場17:30）

兵庫県⽴美術館ギャラリー棟
3階ギャラリー（神⼾市中央区）

参加型の展⽰体験でワクワクし
ながら兵庫の魅⼒を発⾒し体感
できる空間

展⽰空間の特徴

来場者参加型・体験型の展⽰空間
⼦どもが主体となって発信・共創
する展⽰

展⽰概要

※⽉曜は休館⽇（祝休⽇の場合は翌⽇）

来場者数

10万⼈［指標：60万⼈］

来場者⽤がその場で描いたｲﾗｽﾄが
映像に⼊り込む仕掛けも⽤意

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝｿﾞｰﾝﾐﾗｲのひょうごｿﾞｰﾝ

「ひょうごの2つの海
お宝⼤発⾒！」

「ｱｲｶﾞﾓと⼀緒に学ぶ！
環境創造型農業」

「ﾓｰっと知りたくなる
但⾺⽜のﾋﾐﾂ！」

「泳ぐ！播州織ﾄﾝﾈﾙ」

「⼈と技の歩み！
丹波焼の魅⼒」

16
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Ⅱ事業別検証（ひょうご EXPO TERMINAL）
K P I 兵庫県ｿﾞｰﾝとEXPO TERMINALで来場者数100万⼈⇒ 実績53万⼈

うち県ｿﾞｰﾝで40万⼈⇒ 実績43万⼈、うちEXPO TERMINALで60万⼈⇒ 実績10万⼈

成果２：広報活動の成果が発現した。
会期中盤以降は「告知を⾒て知った」の割合が増え、SNS

をはじめとした積極的な情報発信の成果が現れた。情報発信
では、単に知ってもらうだけでなく、⼈を惹きつけるﾌｯｸの
存在の重要性を認識できた。

成果１：実際に触れて学ぶアナログ展⽰の満⾜
度が⾼かった。
来場者ｱﾝｹｰﾄでひょうごのことが「とても好きになった」

「好きになった」の上位２項⽬で約９割を占めた。
会期中に、実物に触れながら体験できるﾊﾟﾀｰｺﾞﾙﾌなど、

予算をかけずに展⽰ｺﾝﾃﾝﾂを拡充することで、来場者の満⾜
度を⾼める⼯夫を凝らした。

評価D

成果３：本県への誘客･周遊にも⼀部つながった。
実物展⽰を⾒て、実際に現地を訪問したとの声もあった。
また、EXPO TERMINALやﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝをめぐるﾃﾞｼﾞﾀﾙ

ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰでは、2万枚以上のNFT（ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾀﾝﾌﾟ）が発⾏さ
れており、本県への誘客や周遊に⼀定つながった。

会期中の県⽴美術館全体の⼊館者数は約27〜28万⼈であり、実績の10万⼈は1/3以上にあたる。
また、コロナ後の県⽴美術館の年間来館者数は平均40万⼈までしか戻っておらず、半年間で60万⼈
の設定は過⼤であった。

point

(N=33,725)

(N=33,973)
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Ⅱ事業別検証（ひょうご EXPO TERMINAL）
課題１：インバウンド対
応が不⾜していた。
特にｱｼﾞｱ系外国⼈をはじめと

するｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞに対応する展⽰表
記が不⾜していた。会期途中に
ﾊﾟﾈﾙを制作するなど⼀定の対応
を⾏ったものの、多⾔語対応が
弱かった。
また、全体的に展⽰物の詳細

な説明ﾊﾟﾈﾙや説明ｽﾀｯﾌも不⾜し
ていた。

成果・課題を踏まえた今後の県政への提⾔

課題２：本館と連動した
誘客施策ができなかった。
ﾊﾟｳﾙ･ｸﾚｰ展など県⽴美術館本

館の企画展等の来場者をEXPO
TERMINALに引き込む誘客施策
までできなかった。

課題３：団体利⽤が想定
と異なった。
⼩中学校などの団体利⽤を⾒

越した営業、実績は低調であっ
た。学校では特別⽀援学校が多
く、放課後ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽや福祉施設
など、
学校以外
の団体利
⽤が多か
った。

提⾔２：情報発信にはフックの存在が
不可⽋である。

提⾔１：デジタルとアナログとの融合
も⼤切な要素である。

EXPO TERMINALのﾊﾝｽﾞ
ｵﾝ展⽰だけでなく、ｱﾅﾛｸﾞな
万博公式ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰの⼈気も
⾼かった。ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞなﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ展⽰だけでなく、ｱﾅﾛｸﾞと
の融合も⼤切な要素である。

ﾐｬｸﾐｬｸ＆はばﾀﾝｸﾞﾘｰﾃｨﾝ
ｸﾞや万博⼊場ﾁｹｯﾄなど、
⼈の⾏動変容につながる
ﾌｯｸとなる存在を意識した
情報発信が不可⽋である。

藤田嗣治×国吉康雄展
会期末

パウル・
クレー展会期末

(N=63)
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Ⅱ事業別検証（ひょうご楽市楽座）
万博期間中に設置された「尼崎万博Ｐ＆Ｒ駐⾞場」の隣接地で
兵庫五国の魅⼒発信と交流⼈⼝の拡⼤を図るナイトマーケットを開催

〇県内各地で活躍するプレーヤー（地域アドバイザー）がイベント内容を企画
〇地域ごとの魅⼒ある出店（約20ブース/⽇）とステージイベントを開催
・地域のグルメや県産品マルシェ
・播州織などの特産品販売・ワークショップ
・地元で活躍するキッズダンス､⾳楽バンドの出演
・ブルーインパルス展⽰⾶⾏の観覧（R7.7.12〜13）
・「EXPO Thanks花⽕⼤会」の観覧（随時） など

2025年４⽉13⽇(⽇)〜 10⽉12⽇(⽇) の⼟⽇（計53⽇）

尼崎フェニックス事業⽤地
（尼崎万博Ｐ＆Ｒ駐⾞場 隣接地）

午後４時〜午後９時

2,100⼈/⽇［⽬標：3,000⼈/⽇］

ひょうご
楽市楽座

ひょうご楽市楽座・位置図

⼤阪・関⻄
万博会場

約３km
（直線距離）

尼崎万博
P&R駐⾞場

【開催概要】 ▲会場の賑わい

▲キッズダンス

▲空⾶ぶクルマﾃﾞﾓﾌﾗｲﾄ

▲EXPO Thanks花⽕⼤会▲地場産品を使⽤した飲⾷

【出店地域⼀覧】

19

１期間
２時間
３場所
４来場者数

【次世代モビリティ体験(R7.8.2〜3)】
空⾶ぶクルマイベント
・デモフライト⾒学
・機体説明会
・搭乗記念撮影

※国土地理院の地図データをもとに兵庫県作成
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43%

42%

10%
5%

出展者満⾜度

満⾜
やや満⾜
やや不満⾜
不満⾜

成果３：効果的な広報により来場者数の増加につながった
万博P&R駐⾞場の利⽤低迷により、前半は来場者数が伸び悩んだが、

ひょうご楽市楽座を⽬的とした来場者の確保に向け、地元での広報や
SNS広告などに取り組んだ。その結果、認知度が向上するとともに、開
催内容の評価が⾼まるにつれ、９⽉は約3,000⼈/⽇、10⽉は約4,000⼈と
後半にかけて来場者数が⼤幅に増加し、活況を呈した。

成果２：約1,000団体が参加する過去最⼤規模の官⺠共
創イベントとなった
延べ約1,000団体が参加するイベントとなり、出店・出演者間の交流

も⽣まれ地域の活性化にもつながった。また、地元以外の来場者の声
を通じて地域の魅⼒を再認識し、シビックプライドの醸成につながっ
た。さらに出展者アンケートでは「満⾜」「やや満⾜」が85%を占め
るなど満⾜度の⾼いイベントとなった。

成果１：県内各地域の魅⼒発信と訪問につながった
⺠間の企画プロデューサー、地域アドバイザーの経験や⼈脈を活⽤

し、県内10地域の特⾊を活かしたイベントを実施。結果、来場者の地
域訪問意識が⾼まり、ひょうごフィールドパビリオンや実店舗への来
訪につながった。
また、会場の⽴地により、万博の花⽕、ﾌﾞﾙｰｲﾝﾊﾟﾙｽ、空⾶ぶクルマ

の鑑賞など、万博の雰囲気を感じられることが⾼く評価された。

2,000

1,400 1,500
1,700

2,400

2,800

3,800

0

1,000

2,000

3,000

4,000

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉

⽉別来場者数(1⽇平均）（単位：⼈）

Ⅱ事業別検証（ひょうご楽市楽座）

43%

42%

12%
3%

県内各地域を訪れたいか

とても思った
思った
少し思った
あまり思わない

N=3,206

N=212
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成果・課題を踏まえた今後の県政への提⾔

課題：P&R駐⾞場の利⽤低迷や周知不⾜により、会期前半
の来場者数が低調だった。

P&R駐⾞場の（最⼤）3,000台／⽇の利⽤を⾒込んだが、会期全体で2割
程度の利⽤に留まった。
また、開催場所が⼯業⽤地で⼀般には馴染みが薄く、会期前の広報素材

も限られていたうえ、開催初⽇の中⽌などにより効果的な広報が⾏えな
かった結果、会期前半の来場者数は想定を下回った。

提⾔１：⾏政主催イベントにおける新たな官
⺠共創モデルの展開
今後の地域魅⼒発信イベントにおいても、「楽市楽

座」を⼀つのモデルとして、プロデューサー、出店・
出演者、⾏政などの関係者が⽬的を共有し、役割分担
のもとで連携する組織体制を構築することが望ましい。
これにより、⼀過性の集客イベントにとどまらず、

交流⼈⼝の拡⼤、プレーヤーのシビックプライド醸成、
ネットワーク形成といった効果を
⽣み出し、地域活性化につながる
社会的価値の⾼い事業へと発展さ
せることができる。

提⾔２：運営ノウハウ、広報・コンテンツ情
報の共有
半年間の⻑期イベント運営を通じて得られた運営ノ

ウハウ、広報・コンテンツ情報を関係部局と共有し、
今後、県が実施するイベント事業への活⽤につなげる
ことが重要である。

【出典】
2025年⽇本国際博覧会来場者輸送対策協議会（2025年12⽉）
⼤阪・関⻄万博来場者輸送実績報告書・データ集

熱中症・雑踏対策やバス臨時増便、防⾵設備などの
臨機応変な対応

運営⼿法

SNS発信（ショート動画広告、インスタグラマーと
の連動）、テレビ放映など

広報⼿段

集客や滞在時間延⻑に寄与する企画（キッズダンス、
特定ファンを持つ出演者、場内スタンプラリー）

コンテン
ツ構成

Ⅱ事業別検証（ひょうご楽市楽座）
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Ⅱ事業別検証（ひょうご EXPO week）

 シンクロイベントの認定数

・各ﾃｰﾏ期間中に､ﾗｼﾞｵ番組でﾒｯｾｰｼﾞﾃｰﾏを設定し、ﾘｽﾅｰｺﾒﾝﾄと対話形式でﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝを実施
・ひょうごEXPO TERMINAL等でも、メッセージを募集（※県⺠からのメッセージを⽣成AIで分析し公表予定）

申請98件のうち認定64件、⼀部認定12件、辞退等22件

▲創造的復興サミット

▲ひょうご国

事業概要

ラジオ番組を活⽤したプロモーション

ｺﾒﾝﾄ数メッセージテーマ放送⽇主なテーマ
238体にいいこと､やっています！6/24(⽕)健康とｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ
141うれしい⾝近な⼼遣い8/5(⽕)平和と⼈権

主な内容ｼﾝｸﾛｲﾍﾞﾝﾄ名称等期間主なテーマ
地場産品の展⽰、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等ひょうご国4/26(⼟)〜

30(⽔)
未来への⽂化共創

⽣物多様性に配慮した農業の発信環境創造型農業ｻﾐｯﾄ6/7(⼟)⾷と暮らしの未来
国内外の⾃治体・関係機関などが意⾒
交換し、創造的復興の理念を世界に向
け発信

創造的復興サミット9/20(⼟)災害からの創造的
復興

▲ラジオ番組でのﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

万博期間中の各テーマに即したシンクロイベントを県、市町、団体等が実施
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Ⅱ事業別検証（ひょうご EXPO week）

成果２：県政の重要なテーマを周知
できた。
創造的復興や地場産業など県独⾃テーマを追

加したことによりそのテーマに焦点を当てるこ
とができた。

成果１：対話と交流が実現できた。
様々なイベントやラジオ番組を通じて県⺠と

の間に対話と交流が育まれた。また、⽣成AIも
有効に活⽤することができた。

成果３：新たな事業展開や連携が⽣
まれた。
県からイベントを認定することでイベント⾃

体のブランド⼒が⾼まり、例年以上の規模での
開催やコラボイベントにつながった。

課題１：参加インセンティブが限定的であった。

課題２：幅広い事業者の参画に⾄らなかった。

成果・課題を踏まえた今後の県政への提⾔
提⾔１：幅広い参画を得る事業スキー
ムを構築する。
参加事業者が魅⼒を感じるインセンティブを

講じるとともに、様々な広報により参加を募る。

提⾔２：イベントでの連携を継続する。
創造的復興サミットやひょうご国など⾃治体

や事業者同⼠での連携事例を継続させ、新たな
事業展開を⽀援していく。

K P I 万博を感じることができたと思う出展者の割合80％⇒実績＝43% 評価D

県広報媒体、新聞紙⾯
等の広報のみでは事業効
果が弱く、参加するモチ
ベーションにはつながら
なかった。

8%

32%
42%

15% 3%

県による広報は効果が
あったと感じましたか

（N＝65）

とても効果があった

効果があった

少し効果があった

効果がなかった

全く効果がなかった

point
ｼﾝｸﾛｲﾍﾞﾝﾄは主に県内での開催であったこと、ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞが弱かったことなどから、ｲﾍﾞﾝﾄ評価は⾼くとも万博⾃体を感
じることが少なかった。

54%

2%

44%

ｼﾝｸﾛｲﾍﾞﾝﾄ申請団体の構成（Ｎ＝98）

県

市町

⺠間

⺠間事業者は全体の4割に
とどまり⾏政関係イベント
が多くを占めた。
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Ⅱ事業別検証（ひょうご EXPO 41）
・市町⻑や観光⼤使等によるﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝや特別展⽰など、県内41市町が各々の魅⼒を様々な形で集中的に発信
・インフルエンサー等を活⽤して発信し、市町の認知度向上および兵庫への誘客を促進

 期 間 万博期間中、１市町につき１⽇実施 ※複数市町で実施の場合は、合計⽇数内

・万博後にも関係者⾃らが地域の魅⼒発信ができるようｲﾝﾌﾙｴﾝｻｰを活⽤したﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ動画
を作成・発信（41市町分を作成・発信、総再⽣回数合計約600万回再⽣）

 実 績 全41市町が実施、うち26市町の⾸⻑が参加
開催単位 単独実施：28市町、複数実施：13市町
開催場所 万博会場：40市町（メインホール等18市町、コリドーのみ18市町）

ひょうごEXPO TERMINAL：１市

▲笑福亭鶴笑さんによるﾊﾟﾍﾟｯﾄ落語

▲踊っこまつり出演者による実演

▲ｲﾝﾌﾙｴﾝｻｰによる現場撮影

事業概要

プロモーション動画作成・発信

主な内容市町名⽇程
市⻑によるPRﾄｰｸ、ﾒｲﾝﾎｰﾙでの動画放映、ﾉﾍﾞﾙﾃｨ配布明⽯市4/22㈫

ﾎﾟｽﾀｰ掲⽰、ﾒｲﾝﾎｰﾙの活⽤（踊っこまつり出演者による踊り実
演）、実物展⽰、ﾉﾍﾞﾙﾃｨ配布

加古川市8/3㈰

笑福亭鶴笑さんによるパペット落語・但⾺⼤⾳頭・笑福亭笑
⾳（弟⼦）によるへんてこ楽器演奏、ﾎﾟｽﾀｰ掲⽰、実物展⽰、
ﾉﾍﾞﾙﾃｨ配布

豊岡市･養⽗市
朝来市･⾹美町
新温泉町

9/30㈫
〜10/4㈯
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Ⅱ事業別検証（ひょうご EXPO 41）

成果２：市町の創意⼯夫を引き出せた。
市町⾃らが魅⼒を考え、創意⼯夫をすることで

約８割の⾼い満⾜度を得た。

成果１：市町が⾃らの魅⼒を再認識した。
市町が主体となって実施内容を検討する中で⾃

らの魅⼒を再認識できた。

成果３：市町の新たな取組につながった。
インバンド向けポスターや観光カードの作成な

ど新たな取組を試⾏した。
成果４：SNS発信への理解が深まった。
実際の来訪増加につながるなど今後のプロモー

ションの参考となった。

課題１：情報量の違いか
ら前半期と後半期の取組
に差が⽣じた
開幕当初は、レギュレーショ

ンがあいまいであったり、開催
事例もなかったため、限定的な
内容が多かった。

課題２：市町への来訪に
つながる仕掛けが必要。
万博会場等で多くの⽅にPRで

きたが、実際に市町訪問につな
がる仕掛けが必要である。

成果・課題を踏まえた今後の県政への提⾔

提⾔１：市町の主体的な取組による魅
⼒発信を⽀援する。
市町の主体的な魅⼒発信が市町の⾼い満⾜度

につながったことから、県は事例共有などの側
⾯的⽀援が重要である。

提⾔２：⾼まった機運を継続させる。
フィールドパビリオンの展開でもSNS発信な

どで市町との連携を強化し、プロモーションを
展開していく。

39%

24%

27%

10%

新たな取組につながった（N=41）

満⾜

ほぼ満⾜

普通

やや不満

不満

46%

32%

20%
2%

市町の満⾜度(N=41)

満⾜
ほぼ満⾜
普通
やや不満
不満
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Ⅱ事業別検証（ひょうご EXPO DREAM BUILDERS）
万博という特別な機会に⼦どもたちが万博に主体的に参加し、今までにない経験や新しい価値観に触れる

ことで、⾃分の将来や未来社会について考えるきっかけを創出するとともにシビックプライドを醸成する。

事業概要

実施結果概 要プロジェクト
⼩中学⽣を対象に2024年度の夏休みの宿題や、兵庫津ﾐｭｰｼﾞｱﾑ
でのｲﾍﾞﾝﾄにより、絵画686枚（60校）の応募あり。⼦どもた
ちがｿﾞｰﾝ内を⾛り回り楽しむ姿が印象的で、もう⼀度来場した
い満⾜度の⾼いｺﾝﾃﾝﾂという声が多かった。

募集した絵画作品をﾃﾞｼﾞﾀﾙ
化し、ひょうごEXPO
TERMINAL（ﾐﾗｲのひょうご
ｿﾞｰﾝ）に投影

ﾐﾗｲのひょうごの
まちを描こう
【絵画】

3分動画部⾨では計53チームが応募するとともに、応募者個⼈
が地域の宝と思うものや指定ﾃｰﾏに基づき投稿する15秒動画･
写真部⾨では計88件の応募あり。これだけ⼤きな舞台での表
彰は経験できないとの感動の⾔葉が多く聞かれた。

FPﾌﾟﾚｰﾔｰの宝や思いを取
材･撮影した3分動画等を制
作し、万博会場（兵庫県
ｿﾞｰﾝ）等で放映

ひょうごの宝探
し【動画・写
真】

⼦ども向けｲﾍﾞﾝﾄや施設を中⼼に計14回ﾌﾞｰｽ出展し、723⽻の
折り紙を収集。同伴の保護者や祖⽗⺟までもが興味を⽰し、万
博会場に展⽰されるなら参加したいとの声も⽿にした。

ｺｳﾉﾄﾘの折り紙を制作し、万博
会場（兵庫県ｿ゙ ﾝー）に展⽰

はばたけｺｳﾉﾄﾘ
【折り紙】

⼩中学⽣24名が参加し、2024年度の週末に3度の機会を設定し、
兵庫ならではのFPで仕事を体験。保護者からも、今回のﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄに参加し、⼈前で積極的に発表するようになり顔つきが
変わった等の意⾒もいただいた。

仕事として体験したFPの魅⼒
を万博会場（多⽬的ｴﾘｱ）で発
表

ひょうごの魅⼒を
届ける仕事体験
【FP体験】

企業版ふるさと納税等の⺠間資⾦を活⽤した事業で、2024年
度は夢を⾒つける授業を計23回実施。2025年度は、上⼭⾼原
ふるさと館やTOTTEI PARKなど県内5か所でこども万博ｲﾍﾞﾝﾄ
を展開し、⼦どもが主体的に学べる場との声があった。

⼦どもたちの夢を実現するｲﾍ゙
ﾝﾄ（ｽﾋ゚ ﾁー･こども縁⽇･起業家
体験等）を県内各地で実施

ひょうごこども万
博【ｲﾍﾞﾝﾄ】

26
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Ⅱ事業別検証（ひょうご EXPO DREAM BUILDERS）

成果２：公⺠連携プロジェクトと
して新たな事業の在り⽅を⽰せた。
委託先の独⾃事業に県事業の成果を

組み込み広く発信できた。
⺠間資⾦を活⽤し、県費のみに頼らない

新たな事業の在り⽅のひとつとなった。

成果１：⼦どもたちのシビックプラ
イドが醸成された。
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝを体験することで

⼦どもたちの考え⽅や態度が変化し
た。今まで知らなかった地元や地域
の魅⼒を再発⾒できた。

課題１：参画した⼦どもの
⼈数が限定的であった。
定員募集型の事業は体験⼈数に

制約があり、参加⼈数が限定的で
あった。

課題２：統⼀的な広報戦略
が⽋けていた。
各事業を束ねた⼀体的な広報が

弱く、バラバラとした個別の周知
にとどまった。

成果・課題を踏まえた今後の県政への提⾔

提⾔１：⼦どもたちがフィールドパビ
リオンを体験する取組を継続する。
万博期間限定の取り組みで終わらせず、万博後

もできるだけ多くの⼦どもたちが体験する機会を
創出する。

提⾔２：公⺠連携の枠組を積極的に活
⽤する。
⼦ども関連事業は企業からも理解を得やすく、

企業版ふるさと納税などの税制優遇措置もあるこ
とから既存の枠組みに捕われずに取り組む。

K P I 兵庫がもっと好きになったと思う⼦どもの割合80％ ⇒実績91% 評価A

(N=8,398)
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Ⅱ事業別検証（公⺠連携による万博⼦ども招待プロジェクト）
１事業概要

２対象⽣徒

・学校⾏事として万博会場への訪問を希望する県内の学校へチケットを配布
・兵庫県の取組に賛同する企業と連携し、プロジェクト実施に必要なチケットの⼀部を寄附受領し、
上回る希望分を県費で予算措置
【連携企業】川崎重⼯業株式会社、株式会社神⼾製鋼所、シスメックス株式会社

・県内の⼦どもたちが先進的な取り組みに触れたり、事前・事後学習でﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝを学ぶなど、
未来の地域社会や将来の⾃分を考える機会とする

・県内学校に通う、⼩・中学⽣及び⾼校⽣（特別⽀援学校含む）のうち訪問を希望する学校・児童⽣徒
（全対象者数：約54万⼈）

・不登校の⽣徒が集まるﾌﾘｰｽｸｰﾙについても、学校⾏事と認められる場合に限り対象とするなど、
希望に応じて弾⼒的に運⽤

３訪問結果

事前意向調査（R6.9）
区 分

⽣徒数学校数
15,818119⼩学校
24,95890中学校
26,92254⾼等学校

2,97118特別⽀援学校等
70,669281合 計

訪問結果（R7.10）※確定
⽣徒数学校数

10,725105
32,822116
41,06196
2,71236

87,320353

（参考）全体数
⽣徒数学校数
264,806731

139,347374

123,608205

11,98260

539,7431,370

・訪問希望結果は、学校数として353校(全体の約26％)、⽣徒数として87,320⼈(全体の約16％)
・開幕前の意向調査時（R6.9）から、万博の機運が⾼まったこともあり、全体として訪問数は増加
・ただし、⼩学校については、事前下⾒の結果、訪問を取りやめるなど、事前意向調査時より訪問数が減少
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成果２：⼦どもたちの国際理解や探求⼼の醸成につな
がった。
多くの学校で事前事後学習にも取り組み（事前学習：約85％、事

後学習約72％）、⼦どもたちが国名や海外の⽂化を調べたり、⾃ら
英語の練習をするなど、多くの学びの機会を創出したことで、⼦ど
もたちの国際理解や探求⼼の醸成につながった。

成果１：⼦どもたちの⼼に残るような訪問機会を提供
できた。 課題：万博への不安の声もあ

り、やむを得ず訪問を断念す
る学校もあった。

成果・課題を踏まえた今後の県政への提⾔
提⾔①：若者が活躍する未来につながる
機会を創出する。
⼦どもたちが先端技術や海外各国の⽂化に触れる

機会を創出する取組を継続し、兵庫の若者が活躍す
る未来につなげていく。

交通⼿段の確保や下⾒の問題など、
開幕前からの万博への不安の声もあ
り、県としても丁寧な説明を実施し
たが、学校意向調査では「希望しな
い」と回答した学校が44％となった。

▲万博会場を訪問する⼦どもたち

県内の約９万⼈もの⼦どもたちが万博会場を訪問
し、世界各国の先端技術や多様な⽂化に触れる機会
となり、訪問学校からの⾼い満⾜度（約87%）を得
られた。

Ⅱ事業別検証（公⺠連携による万博⼦ども招待プロジェクト）

将来の⾃分を考える機会の創出やSDGsへの関⼼
を⾼めてもらいたいという共通の思いを持って、
プロジェクトを展開し、社会貢献度の⾼い事業と
なり得た。

成果３：県内連携企業との共通の思いを持って事業を
展開できた。

▲企業との共同記者会⾒

提⾔②：公⺠連携の枠組を活かした施策
を展開する。
様々な分野で公⺠連携の枠組を活⽤し、財政負

担を軽減しながら県⺠の満⾜度を⾼めるサービス
を提供していく。

21%

44%

9%

26%

開幕前意向調査回答率
（N＝1,010）

希望する

希望しない

検討中

無回答
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Ⅱ事業別検証（推進体制）

調
整
・
連
携

【所掌事務】
県実施事業・構成団体実施事業など万博関連事業の情報共有
【構成員】
知事、41市町⻑、商⼯会議所・商⼯会、⾦融機関、 DMO・観光
協会、旅⾏事業者、交通事業者、農漁業関係団体、ﾏｽｺﾐ、
ひょうごフィールドパビリオンプレーヤー 等

「⼤阪・関⻄万博」ひょうご活性化推進協議会［R5.3設置］

【所掌事務】
万博に向けた各種事業の推進にかかる企画検討
【構成員】
各分野専⾨家 等

「⼤阪・関⻄万博」ひょうご活性化推進協議会企画委員会［R5.3設置］

【所掌事務】
県万博関連事業の情報共有、県の取組の推進
【構成員】
知事、全部⻑等、県⺠局・県⺠ｾﾝﾀｰ⻑
※推進協議会構成員である「兵庫県」における推進本部

「⼤阪・関⻄万博」ひょうご活性化推進本部(庁内)［R4.6設置］

意⾒聴取 提⾔

県、市町、⺠間事業者等関係者
と⽅向性を共有、連携し、
オール兵庫での取組を推進

連携・
調整

・⼭⼝浩（神⼾北野ホテル総料理⻑）
・⽟⽊新雌（播州織作家）
・野⽥昌伸（但⾺⽜博物館副館⻑）

ひょうごフィールドパビリオンアンバサダー［R5.3任命］

【所掌事務】
万博会場や兵庫県⽴美術館、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ等への
交通アクセスの充実に向けた検討
【構成員】
県内交通事業者、旅⾏関係団体 等

交通ワーキングチーム［R5.8設置］

※専⾨的な検討を⾏う
ため、企画委員会に
ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑを設置

＜「⼤阪・関⻄万博」ひょうご活性化推進協議会（以下、全県推進協会）の開催状況＞
備考出席者数（率）開催場所開催⽇

３６８名（87％）神⼾ポートピアホテル2023.  3.28
万博開幕500⽇前イベント２５６名（55％）神⼾ポートピアホテル2023.11.30
万博開幕300⽇前イベント１８２名（36％）ホテルモントレ姫路2024.  6.17
万博開幕1カ⽉前イベント２２８名（41％）神⼾ポートピアホテル2025.  3.13
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成果１：幅広い団体がワンチームで機運醸成
が図られた。

成果・課題を踏まえた今後の県政への提⾔

提⾔：万博のレガシーとなるフィールドパビリオンを⽀援する組織を検討する
今後、ひょうごフィールドパビリオンが万博のレガシーとして継続していくことから、この取組

を⽀援する⽬的で、組織のあり⽅を再検討する。

全県推進協議会は⾏政、経済、産業、観光分野に限らず、医療、
福祉、⼟⽊分野など幅広い分野の構成としたことから、兵庫県内
での万博に向けた⼀体的な機運醸成が図られた。
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝを除く構成員のｱﾝｹｰﾄでは約６割が推進体制がよ

かったと回答した。

Ⅱ事業別検証（推進体制）

成果２：フィールドパビリオンなど兵庫県の
取組や⼤阪・関⻄万博の情報を共有できた。
メールマガジンなどで博覧会協会からの情報をこまめに

提供することで構成員間で万博の動きが共有できた。
上記ｱﾝｹｰﾄの約7割が活動内容がよかったと回答した。

課題：各団体の万博への取組
の浸透までは難しかった。
構成員が広い分野、多⼈数に及

んだことから、全県推進協議会の
参加率が伸び悩んだ。
また、各団体に対して、多岐に

わたる万博への取組を細部まで浸
透させることは難しく、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟ
ﾋﾞﾘｵﾝなど県施策の紹介が中⼼と
なった。

16%

43%

35%

4%2%

全県推進協議会などの推進体制（Ｎ=131）

とても良かった

良かった

普通

あまり良くなかった

良くなかった

14%

53%

31%

2%

全県推進協議会の活動内容（N=131）

とても良かった

良かった

普通

あまり良くなかった

良くなかった
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Ⅲ KPI評価
評価※実績KPI項⽬

C67%
プログラム提供者の満⾜度
「取組に⾃信が持てた」と思うプログラム提供者の割合
80%

ひょうごﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞ
ﾘｵﾝ

1定
性

B79%
地域への波及効果
「⾃らの取組が地域活性化に貢献できた」と思うプログ
ラム提供者の割合 80%

2

A93%来場者の満⾜度
「SDGsの理解が深まった」と思う来場者の割合 80%

3

A95%来場者の満⾜度
「兵庫をまた訪れたい」と思う来場者の割合 80%

4

D43％出展者の満⾜度
「万博を感じることができた」と思う出展者の割合80％

ひょうごEXPO week5

A91％
参加者（⼦供）の満⾜度
兵庫がもっと好きになったと思う⼦供の割合80％

ひょうごEXPO
DREAM
BUILDERS

6

D
53万⼈

兵庫県ｿﾞｰﾝ43万⼈
県⽴美術館10万⼈

万博開催期間中の来場者数 100万⼈
兵庫県ゾーン 40万⼈
県⽴美術館 60万⼈

関⻄ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ「兵庫
県ｿﾞｰﾝ」・ひょうご
EXPO TERMINAL

7定
量

A700億円経済効果
ひょうごフィールドパビリオンの観光消費額 550億円

ひょうごﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞ
ﾘｵﾝ

8

※KPIの評価は、⽬標値に対する実績値の達成率に基づき、以下に区分
評価：「A」100％以上、「B」90〜100％未満、「C」70〜90％未満、「D」70％未満
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Ⅳ 経済波及効果

 万博に向け、兵庫県が実施する関連事業をアクションプランとしてとりまとめ
 各年度当初予算編成等と併せてver.1(R5.2.7)､ver.2(R5.9.20)、ver.3(R6.2.8)、

ver.4(R7.2.10)を策定・公表
 2025年⼤阪・関⻄万博に向けた兵庫のアクションプラン事業費（３ヶ年分）の合計は下表

のとおり

１万博関連事業予算額

 ＜2025年⼤阪・関⻄万博に向けた兵庫のアクションプラン事業費（３ヶ年分）＞ （百万円）

221 266 176 663

2 55 754 447 1,256

145 247 271 663

4 0 0 5 5

0 16 51 67

6 0 0 44 44

522 572 758 1,852

8 3 2 6 11

946 1,857 1,758 4,561

推進体制の構築

合計

区分

ひょうごEXPO 41による魅⼒発信

5 ひょうごEXPO DREAMBUILDERSの実施

公⺠連携による万博⼦ども招待プロジェクト

7
ひょうご楽市楽座など会期中のイベント・プロモーションの実施
（機運醸成事業の実施）

1 ひょうごフィールドパビリオンの展開

万博会場「兵庫県ゾーン」・ひょうごEXPO TERMINALにおける魅⼒発信

3 ひょうごEXPO weekによる魅⼒発信

R5 R6 R7 合計



Hyogo Prefecture

34

Ⅳ経済波及効果

 兵庫県独⾃調査として、万博における兵庫の取組に対する経済波及効果を分析
 分析に必要な万博関連事業予算額※１と消費⽀出額※２（観光客増加数×消費単価）を最終
需要額として算出
※１ 万博関連事業予算額：万博に向けたｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝでとりまとめた事業費を計上
※２ 消費⽀出額：観光庁及び兵庫県の観光動態調査の速報値からの推計値を計上

 最終需要額を産業連関分析し、県内の経済波及効果を推計

２経済波及効果分析の前提

＜参考＞
・観光庁の「旅⾏・観光消費動向調査」における2025年４⽉〜９⽉の本県の⼊込客数の前
年同期⽐では、宿泊旅⾏者数は増加しているものの、⽇帰り旅⾏者数が⼤きく減少したこと
から、全体の旅⾏者数は減少となった。
・しかしながら、消費単価の前年同期⽐では、宿泊単価が⼤きく増加しており、全体の旅⾏
消費額が増加となった。

３経済波及効果の推計結果
 経済波及効果※３（⽣産誘発額※４）は670億円と推計

※３ 経済波及効果：直接効果（最終需要額）に間接波及効果を加算した額
※４ ⽣産誘発額：売上額の合計で、⽣産をどれだけ誘発したかを⽰したもの
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（参考）検証に活⽤した各種データ
検証にあたっては、イベントの来場者、フィールドパビリオンプレイヤー、市町、関係団体など、幅広

い主体からの声など、客観的なデータに基づいた分析を進め、企画委員会からの意⾒を踏まえた検証結果
とした。

客観的なデータによる分析の⼿法（例）区分
・フィールドパビリオン来訪者へのアンケート調査
・フィールドパビリオンプレイヤーへのアンケート及びヒアリング調査
・旅⾏事業者等へのヒアリング調査

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ

・関⻄パビリオン「兵庫県ゾーン」来場者へのアンケート調査
・関⻄パビリオン「多⽬的エリア」ｲﾍﾞﾝﾄ来場者へのアンケート調査
・関⻄パビリオン「多⽬的エリア」ｲﾍﾞﾝﾄ出展者へのアンケート調査
・ひょうごEXPO TERMINAL来場者へのアンケート調査
・ひょうご楽市楽座来場者へのアンケート調査
・ひょうご楽市楽座出店者へのアンケート調査
・ひょうごEXPO41実施市町へのアンケート及びヒアリング調査
・ひょうごEXPOweekｼﾝｸﾛｲﾍﾞﾝﾄ認定事業者へのアンケート及びヒアリング調査
・万博⼦ども招待プロジェクトでの訪問学校へのアンケート調査
・「⼤阪・関⻄万博」ひょうご活性化推進協議会会員へのアンケート調査
・県内交通事業者へのヒアリング調査
・商⼯会議所、観光協会等関係団体へのヒアリング調査

万博関連事業

・観光庁「旅⾏・観光消費動向調査」
・兵庫県「観光動態調査」
・経済波及効果額推計のための兵庫県⽴⼤学との共同調査

KPI・経済波及効果



（案）

大阪・関西万博における兵庫県の取組の評価と今後の県政展開に対する意見

『大阪・関西万博』ひょうご活性化推進協議会企画委員会

兵庫県では、大阪・関西万博に向けて、この機会を活かし兵庫の躍動につなげ

るための各種施策を約３年半にわたり展開してきた。その経緯に関わり、助言し

てきた立場から、兵庫県の取組に対する評価と今後の県政展開に向けた意見を

申し上げる。

 今回の万博は、単に産業発展や技術革新の成果を披露する場としてだけでな

く、人類共通の課題解決を提言し、持続可能な社会の実現に資することを目指し

て開催された。

 兵庫県では、万博をきっかけに展開される「共創の輪」に県民が主体的に参加

し、万博がもたらす活力を兵庫に根付かせるため、公民連携の視点による様々な

事業を展開してきた。

 その中心にあったのが、「ひょうごフィールドパビリオン」である。単なる観

光誘客ではなく、兵庫各地にある日々の活動に光を当て、主体的な行動とプレイ

ヤー同士の共創を促すことで、兵庫の躍動の原動力となるプラットフォームを

構築することができた。

 ひょうごフィールドパビリオンを土台として展開してきた数々の事業により、

新たな価値の創出と交流人口の拡大、ふるさとの魅力の再評価、県内・国内外の

様々な主体との連携、子どもたちの参画などの成果が確認できた。また、一連の

取組による経済効果は 670 億円と推計されているなど、この 3 年半にわたる取

組みは、全体感として評価できるものと考える。

 加えて、兵庫への関心の高まりやシビックプライドの醸成など中長期的にみ

て成果の上積みが期待できる素地も確認できている。

 万博は終了したが、兵庫の各現場はこれからも続いていく。今回得た成果と教

訓を一過性で終わらせることなく、引き続き、ひょうごフィールドパビリオンを

発展させるとともに、これを土台として中長期的視点で施策展開されることを

期待する。

 以下に、個別・具体の評価と提言を述べる。

 第一に、ひょうごフィールドパビリオンについてである。

 この取組をとおして、兵庫の各地域に埋もれがちな小さな資源を、商業誘客視

点に限ることなく幅広く掘り起こし、268 の SDGs 体験型地域プログラムとして

確立した。それらの背景にある自然の恵みと人の営みを見つめなおし、ストーリ

ーとして整理することで地域資源に対する誇りと評価が高まった。

 特筆すべきは、事業展開にあたり、分野を超えて全庁横断的に取り組んだこと



（案）

と、補助金を前提としない枠組とした点である。その結果、プレイヤーが主体的・

意欲的に活動し、地域や分野を超えたネットワーク化が進んだ。公民連携により

持続可能な地域社会の実現を目指す好事例であり、SDGs 未来都市自治体モデル

事業にふさわしい。

一方で、アンケート調査結果にあるように、来場者評価に比してプレイヤーの

自己肯定感がまだまだ低い。各プレイヤーの取組状況も考慮しつつ、自己肯定感

を喚起するための方策を工夫されたい。

また、誘客や地域活性化に成果を上げているプログラムがある一方で、未だそ

うした水準に到達していないプログラムも少なくない。プログラムの熟度や目

指している方向性などに応じた支援を展開されたい。

さらに、成果をあげている事例には、プレイヤー間のネットワークや市町・観

光協会など関係機関によるサポート体制が備わっているものが多くみられる。

こうした事例を分析し、県としてもこれまで以上に市町等の関係機関を巻き込

みながら、ネットワーク化とサポート体制の強化に向けた取組を推進されたい。

 第二に、万博会場や県内の各拠点での取組についてである。

 これらの多くは、万博閉幕をもって終了したものであるが、得られた成果を途

切れさせないよう取り組むことが肝要である。

 関西パビリオン兵庫県ゾーン、ひょうご EXPO TERMINAL、ひょうご楽市楽座と

いった拠点施設、ひょうごフィールドパビリオンフェスティバルをはじめとし

た各種イベントは、総じて高い満足度を得ていることがアンケート結果から確

認できた。この満足度を将来的な兵庫の交流人口・関係人口としていくため、機

運を風化させない取組が重要であり、適時性をもって施策を講じられたい。

 また、拠点施設等を舞台に、ひょうご EXPO week をはじめとした事業を展開

することで、国内外・県内に新たな連携が数多く構築された。このつながりを育

んでいくため、全庁をあげて成果を共有し、連携を継承していかれたい。

 先端技術の活用やデジタルとアナログの融合などにも取り組まれ、一定の成

果が得られたところであり、引き続き挑戦と創意工夫の姿勢を大切にされたい。

 最後に、子どもたちが参画した取組についてである。

 ひょうご EXPO DREAMBUILDERSでは、子どもたちが主体的に学ぶ力を育み、兵

庫をますます好きになってもらうことができた。未来社会を担う子どもや若者

が、ひょうごフィールドパビリオンなど兵庫の魅力をより深く理解し、誇りに感

じるための機会づくりに引き続き取り組まれたい。

 また、万博子ども招待プロジェクトでは、参加校の多くが事前・事後学習をし

っかりと行い、海外文化や先端技術を学ぶ機会となった。引き続き、子どもたち

が将来の活躍の場を広げるための機会づくりにも取り組まれたい。


